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源頼朝のよ己正文子、そのl攻子のおいの北条主H寺が、現不正の県庁にあたる守諮所を置いたとい う塩田城。そ

の守護所へ、鎌frから市用道路ヵ、通 じていて 、鎌倉街道とよ ば、れたと伝えられて いる 。
今は平にうもれて、消えぎえに残るキIfli立 。 っかず離れず歴史遊歩道が通 う。 遊歩道~þきの人が 多いのは、

前山寺から中禅寺の問。前山寺の横の、メし太の木戸をぬけて沢へくだり、杉の森の中をのほ って塩田城の

空ぼリ跡へ出るあたり、歴史の里にふさわしし、小道。

未完成といわれる三軍の塔、若くして死んだ画家たちのデッサンを集めたデッサン館、伝説の山独鈷山

のふもとには、そこはかとない哀れさカ、ただよう 。

房
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沢
初
子
さ

ん

緑

か

丘
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四

の

誤

り

で

し

た
。
お
わ

び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

「市民と市長の 日」を 9月l日u:l午

前 9時から正午ま て¥市役所3階市長
室で行います。 お気軽におでかけくだ
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8時30分から正午まて、市役所2[:皆民
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おでかけください。
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一
回
部
落
差
別
を
な
く
す

山
置

市
民
大
行
動
に
二
千
五
百
人
参
加

問

育

委

μ会
、
卜
ぃ
間
市
部
落
解
放
審
議
会
、

一
上
川
市
同
和
刈
策
事
業
推
進
委

un会、

一

部
溶
解
放
同
県
上
岡
市
協
議
会
の
主
催

一

で
「
筑
川
川
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民

一

大
行
動
」
が
市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
民
的
諜
題

で
あ
り
な
が
ら
、
差
別
は
今
な
お
あ
と

を
た
た
な
い
。
市
民

一
人
ひ
と
り
が
同

和
問
題
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、

こ
の
間
題
の
解
消
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

体
験
発
表
で
は
、

二
一
人
の
市
民
代
表

者
の
皆
さ
ん
が
、
部
落
差
別
の
解
消
と

完
全
解
放
を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

つ
い
で
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確
認
が
行

わ
れ
、
宣
言
を
満
場

一
欽
で
決
議
し
た

後
、
参
加
者
全
員
が
三

つ
の
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
、
中
心
街
を
行
進
し
、
部
落
差

別
の
完
全
解
消
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

部
落
差
別
の
解
消
を
み
ん
な
の
手
で

た。
大
会
は
、
農
協
、
学
校
、
商
工
会
議

所
な
ど
五
卜
丘
同
体
を
合
む
市
民
約
二

千
尺
百
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

石
井
市
長
が
「
同
和
問
題
は
早
急
に
解

r
乃

n
H
d
 

ウ

t

市民会館での集会後、市民に「部落差別の解消と完全解放」を
訴ったえて市中行進する市民大行動参加者。

高
温
続
き
で

や
ノ
コ
ギ
リ
、
ヵ
マ
な
と
を
山
川
し
た

り
、
薬
剤
散
命
に
は
、
防
除
機
や
良
薬

が
山
わ
れ
、
た
え
ず
危
険
が
伴
い
ま
す

一
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
平
等
で
あ
っ
て
、
人
権
は
ぽ
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
山

中
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
人
頒
汗
巡
の
原
理
で
あ
り
、
民
主
主
災
の
基
底
で
あ
る
。

山

一
戦
後
わ
が
国
は
め
ざ
ま
し
い
変
化
を
遂
げ
、
政
治
の
い
は
主
化
が
進
ん
だ
ば
か
り
で

F

F

な
く
、
経
済
の
高
度
成
長
を
基
盤
と
し
て
、
社
会
、
経
済
、
文
化
の
近
代
化
が
大
き
戸

一
く
進
展
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
落
問
題
は
今
日
な
お
未
解
決
の
ま
ま
と
り
残
さ
一

…
れ
て
お
り
、
厚
め
て
深
刻
な
社
会
問
題
と
な

っ
て

い
る
。

…

…
昭
和
問
卜
川
年
、
こ
の
間
題
を
卜
年
で
解
決
す
る
決
怠
を
も

っ
て
制
定
さ
れ
た
同
一

一
利
対
策
事
業
持
別
措
商
法
も
す
で
に
そ
の
時
限
を
経
過
し
、
本
年
は
延
長
の
初
年
度
一

一
を
迎
え
て
い
る
。
国
会
に
お
け
る
法
延
長
の
汲
決
に
際
し
で
は
と
く
に
附
侍
決
淡
が
一

一
九
話
さ
れ
て
お
り
、
「
政
い
発
活
動
の
的
極
的
な
充
実
を
阿
る
こ
と
」
な
と
-
-
頃
日
の
凡
(
~

~
体
化
は
当
面
H
K
大
の
派
組
と
な
っ
て
い
る
。

~

~
上
回
市
に
お
い
て
も
、
市
民
代
表
を
も
っ
て
組
織
し
た
「

k
印
市
同
和
対
策
事
業
一

一
推
進
委
H
M
会
」
を
中
械
と
し
て
、
同
和
対
策
事
業
と
同
和
教
育
の
推
進
に
組
一
般
的
な
)

一
努
力
を
は
ら

っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
同
和
地
区
の
環
境
は
遂
次
改
持
さ
れ
、
市
民
一

一
へ
の
同
和
教
育
の
混
在
午
ご
と
に
拡
が
り
と
深
ま
り
を
み
せ
て
き
て
い
る

)
し
か
し
、
さ
~
実
態
。仁
のんは

F
Eす
る
主
主
残
す
方
、
ふ
川
市
五
の
先
生
一

一
も
あ
と
を
絶
た
な
い
こ
と
は
き
わ
め
て
泣
憾
で
あ
る
。

一

一
本
日
こ
の
集
会
に
際
し
、
人
間
が
人
間
を
い
い
お
別
す
る
こ
と
の
不
中
ー
さ
、
人
間
が
そ
一

一
れ
ぞ
れ
の

h
由
と
人
権
を
笠
巾
ょ
す
る
こ
と
の
平
ぎ
を
、
改
め
て
深
く
心
に
鋭
い
す

べ

一

中
き
で
あ
る
封
佐
川
代
は
も
ち
ろ
ん
、
明
治
、
大
正
、
附
利
と
長
年
に
わ
た
り
、
生
中

中
き
る

h
由
を
抑
え
ら
れ
、
差
別
の
民
正
に
背
し
み
続
け
て
き
た

-mの
同
胞
の
こ
と

A

F

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
和
川
組
解
決
の
た
め
に
は
、
今
や
実
践
こ
そ
肝
要
で
あ
町

一
り
、
単
な
る
知
的
珂
解
に
と
と
ま
る
似
り
、
五
別
撤
廃
の
力
と
は
な
り
叫
な
い
山
一

一
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
り
勺
の
行
動
を
過
し
て
夫
践
す
る
こ
と
こ
そ
急
務
で
あ
る
一

…

よ

っ
て
、
本
川
こ
こ
に
聞
係
行
政
機
開
守
り
び
に
山
日
比
川
体
あ
け
て
「
川
山
市
い
糸
川
(

一
を
な
く
す
山
一
以
大
行
動
」
を
似
し
、
参
加
行
川
進
ん
で
山
一
以
の
光
州
に
J

つ
べ
く
、

…

…
集
会
を
間
く
と
と
も
に
、
行
進
を
過
し
て

mH2川
の

躍

を

全

自

に

?

:

…

九
の
で
あ
る
。

一
さ
ら
に
、
こ
の
行
動
を
今
日
日
に
し
て
吟
勺
せ
る
こ
と
な
く
、
全
市
域
、
全
宏
一

~
出
に
向
け
て
拡
大
泌
透
さ
せ
る
た
め
、
川
端
午
別
撤
一
院
の
念
似
を
こ
め
て
、
わ
れ
わ
}

~
れ
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
の
川
町
動
力
と
な
る
こ
と
を
改
め
て
決
品
川
す
る
も
の
で
あ
る
』

ム

パ

川

h

卜

川

ド

ト

」

l
ト
九
l

一

以

上

~HUT-
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、

H

I

T

-

f

)

'
l

抗
阿
川
l
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h

巾
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2
J
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十
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ヘ
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第
阿
川
上
岡
市
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民

K
行
動
〕

目
、
ノ
コ
ギ
リ、

カ
マ
な
ど
を
使
附
し
た

り
、
薬
剤
散
布
に
は
、

防
除
機
や
山山
本市

が
印
わ
れ
、
た
え
ず
位
険
が
作

い
ま
す

の
で
、

ぃ巾打欣
が
起
き
な
い
よ
う
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
志
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
木

や
M
M似
に
登

っ
て
防
除
す
る
場
九
日
は、

大
変
危
険
で
す
の
で
、
特
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

れ
H
d

叫
バ
ー

¥
l

，，J 
m
h
-
-
化
則
の
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

a
B
'
h
mリ
山
一附
先
生
が
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
り
ま
す
。

別
問
今
年
の
ぶ
は
、
い
け川
沿
が
続
い
て
い

臼
創
刊
今

d
川
山
川
る
た
め
一
知
山
間
に
ト八
先
生
が
，
P
忽
さ
れ

一

ま
す
。

一

--化
則
の
「
ア
メ
シ
ロ
」
は
、
生
育

だ

が
非
常
に
い
く
、
削
除
が
遅
れ
る
と
樹

-え

木
が
九
裸
に
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
家

の
小
ま
で
侵
入
し
ま
す
の
で
、

市
民

一

-つ

人
ひ
と
り
が
協
力
し
あ
い
、
自
治
会
の

nmuF 
幸

削
除
川
両
に
し
た
が
っ
て
、

一
匹
残
ら

広

ず
退
治
し
ま
し
ょ
う
。

一

ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除
対
策
本

一

事
お

一

二・

み

一

踏

n
H

3

、
'引
M

ハh
u

r

《、

山

市
口。

-司
J
ト
A
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一

ア

高
温
続
き
で

ドライバーの腕しだい

公共交通機関利用も考えよう

ガソリン消費は

二
化
期
ア
メ
シ
ロ
大
発
生
か

徹
底
防
除
し
よ
う

却
で
は
、
防
除
H
M
適
期
を
八
片
二
十
六

H
川
か
ら
九
川
九
日
川
ま
で
と
子
出
し

て
い
ま
す
が
、
多
少
い
ま
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
各
防
除
班
は
、
防

除
計
幽
を
符
に
し
て
い
日
に
防
除
し
て

く
だ
さ
い
。

業
者
の
薬
剤
散
布
は

ダ
使
い
に
は
、
ア
イ
ト
リ
ン
ク
、
空

肋

ぶ
か
し
、
低
迷
ギ
ャ
ー
で
の
必
一
げ
な

一

ど
が
あ
り
ま
す
。

一

今
、
仮
に
、

市
内
の
ラ

y
ン
ュ
時
一

間
借
(
午
前
八
時
か
ら
八
時
:
一
十
分
)

に
集
中
す
る
車
両
を
A

万
台
と
し
、

卜
五
分
間
ア
イ
ト
リ
ン
ク
を
短
縮
で

き
る
と
す
れ
ば
、
約
4

一千
ヒ
斤
リ
ー

ト
ル
(
小
型
車
で
討
算
)
の
ガ
ソ
リ

ン
が
節
約
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
低

迷
ギ
ャ
必
行
の
ロ
ス
分
を
加
え
る
と

約
e

e

，
千
リ
ン
ト
ル
、
，
て
白
リ
J

ト
ル

入
り
ド
ラ
ム
カ
ン
十
五
本
分
が
判
の

苧-
一十
分
間
で
節
約
で
き
ま
す
。

ま
た
、
自
動
率
の
-
番
の
経
済
速

度
は
時
速
四
十
キ
ロ
日
で
す
。
市
内

に
は
.
.
.万
台
の
れ
動
車
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
-

4

万
ム
け
が

叫
速
い
ハ
ト
キ
ロ
げ
の
と
こ
ろ
を
問
卜

キ
ロ

υで
必
る
と
、

a

ム日で

-
H
ギ

助
約
a

リ
y
ト
ル
が
節
約
で
き
、
-

e

万
台
で

-
U
ド
ラ
ム
カ
ン
約
百
本
分

を
節
約
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

早
自
に

わ
が
国
が
.
年
間
に
輸
入
す
る
石

油
、
・
一
億
七
千
七
.白
万
キ
ロ
リ
y

ト

ル
の
う
ち
、
交
通
機
関
が
六
千
二
こ
白

ヒ
卜

一
万
キ
ロ
リ
y
ト
ル
、
-
一二
」
%
を

使
い
、
そ
の
消
抗
日
以
の
七
七
%
を
臼

動
車
が
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
通
勤
や
遠
出
に

マ
イ
カ

ー
を
自
粛
し
、
公
共
交
通
機

関
を
利
川
す
る
と
、
大
き
な
石
油
の

節
約
に
つ
な
が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
る
。

こ
の
ほ
か
、
向
動
車
の
燃
料
の
ム

申
込
み
ま
し
ょ
う

a

一化
期
は
、
業
者
に
よ
る
薬
剤
散
布

(
有
料
)
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
告

は
、
白
治
会
長
さ
ん
を
と
お
し
て
U
十
円

に
農
林
諜
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
が
あ
り
ま
す
と
、
業
省
か
ら

散
布
予
定

H
を
円
治
会
長
さ
ん
へ
連
絡

し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
、
危
険
防
止
、

案
内
、
散
布
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

業
者
に
よ
る
薬
剤
散
布
は
、
八
月
A

a

卜
口
聞
か
ら
九
月
一

一L
l
u

附
ま
で
受
付

ま
す
。

薬
剤
散
布
料
金
は
、

一
リ
y
ト
ル

パ

ト
円
で
す
。

料
金
徴
収
は
、

山
治
会
長
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

〈お
問
合
せ
〉

農
林
誠
振
興
係
(
宮
⑫
問

-
0
0内

線
三
二
7

一有
線
②
O
七
六
-
一)

「
く
も
の
巣
」
状
態
は

5
臼
j

7
日
間

「
ア
メ
シ
ロ
」
防
除
の
HM
適
期
は
、

「
ア
メ
シ
ロ
」
が
く
も
の
巣
状
の
袋
の

中
に
集
問
で
い
る
と
き
で
す
。
こ
の
時

期
を
の
が
さ
ず
、
発
見
し
た
ら
、
踏
み

つ
ぶ
す
か
、
焼
殺
し
ま
し
ょ
う
。

「
ア
メ
シ
ロ
」
防
除
は
、
自
分
の
樹

木
は
自
分
で
防
除
す
る
の
が
原
則
で
す
。

家
の
周
り
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
が
所
有

し
て
い
る
樹
木
は
、
責
任
を
も
っ
て
見

川
り
、
平
日
に
防
除
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

事
故
の
な
い
よ
う

注
意
し
て
防
除

「
ア
メ
シ
ロ
」
防
除
に
は
、
焼
殺
搭
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お知らせ

y

h

、

さ

る

'gゾ
で

マ
)
げ

-S-司ル
マ

真

泳

H

J
v一
、
一

「

写

く

z'
プ

に

(

早

FZ
『

営

象

。

h.

市

対

た

は

二

、

を

し

方

た

・
r
p
h
s

で

ん

ま

ん

し

J

幽ゐ

ま

さ

れ

さ

で

日

母

か

母

命

幻

お

関

お

ん

ら

い

が

の

け

'

か

な

」

名

生

ぷ
品

目

き

室

河

一

J

、
.

お

で

教

た

と

Y

-

月

の

泳

し

に

7
ぎ

水

加

う

h

泳

ん

参

よ

…

えつnh臥+立+広一
市

は
、
五
十
四
年
度
の
ハ
カ
リ
の
定

川
W

期
検
査
を
下
表
の
日
程
に
よ
り
行
い
ま

川
町
一
す
。

直
世
相
馴

取
引
き
、
証
明
用
に
使

っ
て
い
る
ハ

幻

Mm
抑
制
ヵ
リ
は
、
ご
の
検
査
を
受
け
な
い
と
引

J
¥

き
続
い
て
使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

一

ま
す
の
で
、
必
ず
最
寄
り
の
会
場
で
受

一

け

て
く
だ
さ
い
。

一

ハ
カ
リ
が

二
十
台
以
上
あ
る
場
合
。

河
建
物
な
ど
に
取
付
け
て
あ
り
動
か
せ
な

乃

い

場

合

。
光
電
式
ハ
カ
リ
の
場
合
は
、

第
出
張
し
て
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
出

r

張
険
査
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
は
μ

申
請

書
H

(

商
工
謀
に
あ
り
ま
す
)
を
商
工

謀
計
泣
係

へ
提
山
し
で
く
だ
さ
い
。

出
張
検
査
は
、
十
月
に
入
っ
て
か
ら

行
う
予
定
で
す
。

転
廃
業
な
ど
で
ハ
カ
リ
を
使
わ
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
商
工
謀
計
詰
係

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
手
数
料
が

変
わ
り
ま
し
た

今
年
か
ら
、
ハ

カ
リ
の
検
査
手
数
料

が
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
手
数
料
は

年
四
月

一
日
現
在
、
上
田
市
民
で
あ
る

人
、
ま
た
は
勉
学
な
ど
の
た
め

一
時、

他
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
が
、
家
族
は

日 手皇 検査場所 検査時間 対象地区

9月3日(月) 市川西支所 午前 9: 30~ 11 : 30 川 西地区

" J長田公B!:館 午後 1 ・ OO~ 3 : 00 泉団 地区

4日(j() 川辺町 会館 午前 9: 30~ 11 : 30 川辺地区

" 中日 染 l証l午後 1: OO~ 3 : 00 別所地区

5日(水)鈴チ公民館 午前 9: 30~ 11 : 30 東塩田地区

" 西塩田会館 午後 1: OO~ 3 : 00 西塩団地区

6日(本) 塩田解放会館 午前 9: 30~午後 3 : 00 中塩田地区

7日(金) 諏訪形公会堂 午前 9: 30~午後 3 : 00 城下地区

10円(月) iIi豊殿支所 午前 9: 30~ 11 : 30 盟殿地区

" 上野が丘公民館 午後 1: OO~ 3 : 00 神科地区

11日伏) 新屋会館 午前 9: 30~ 11 : 30 西部地区

" 新聞T公会堂 午後 1: OO~ 3 : 00 西部地区

12日(本) 大屋公会堂 午前 9: 30~ 11 : 30 神川地区

13日(本) 上小建設業会館 午前 9: 30~午後 3 : 00 東部地区

14日也 上回蚕種協同組合 午前 9: 30~午後 3 : 00 東部地区

17日(月) 上回卸商業会館 午前 9: 30~午後 3 : 00 鹿手大尻手口地区・

18日仏:) 新田区民会館 午前 9: 30~午後 3 : 00 I北 部 地 区

19日(本) 1判天神町公会堂 午前 9: 30~午後 3 : 00 南部地区

20日(本) 市役所検査室 午前 9: 30~午後 3 :00 1 2 央地需

21日ItJ 市役所険査室 午前 9: 30~午後 3 : 00 %央 地需

25日伏) 市役所険査室 午前 9: 30~午後 3 : 00 I i央地需
26日付¥) 市役所検査室 午前 9: 30~午後 3:00 1 2 失地需

10月11日(村 市役所検査室 午前 9: 30~午後 3 : 00 全 市

12日(む 市役所検査室l午前 9: 30~午後 3 : 00 !全 市

54年度ハカリ定期検査日程表ハカリ検査手数料金表

U黒竺 型 式
単価

(円)

20kg以下 1 0 0 

指示はかり 100kg " 1 9 0 

200kg " 3 1 0 

うケ 副司 3 0 

直線日 I~~指示 lまかり 6 0 I 
光:官式はかり 600 

不等比血子!I~J はかり 260 

100kg以 F 2 1 0 

白il oJi1J Iまかり 200kg " 3 2 0 

500kg " 5 4 0 

お も 3 0 

ヲF比皿 T'1!1Jはかり 9 0 

分 銅 6 0 

2 kg以下 5 0 
十事 l.i か

50kg " 7 0 

取
引
き
・
証
明
用
の

ハ
カ
リ
は
、
必
ず
受
け
よ
う

ハ
カ
リ
の
定
期
検
査
実
施

9
月
3
日
か
ら

布
表
の
と
お
り
で
す
。
お
つ
り
の
い
ら

な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

〈
お
間
ム
ロ
骨
ご

商
工
泌
リ
ベ
川
は
係

(
宮
⑫
川

.
0
0内

線

---
o
---
)

《人

員

そ
れ
ぞ
れ
若

F
名
。

〈試
験
日

・
科
目
〉

練
習
日
H
H
待
週
木
附
ハ
午
後
六
時
か

ら

会

費

H

川

-
千
川
。

・
お

※12時から l時までは、険査をf木ませていただきます。

一
戦
没
者
追
悼
式

一

一
9
月
7
日
也
市
民
会
館
一

μ
卜
問
年
の
上
出
市
戦
没
者
追
悼
式

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
ご
遺
族

の
背
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
川
氏
の
朽
さ
人

多
勢
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

と

き

H
九
川
仁
川
市
午
前
卜
昨
J
E

卜

分
ト
山
川
-e
卜
分
ま
で
に
こ
行
附
く

セ
さ
い

と
こ
ろ

1
L仁
川
ド
巾
民
各
及
川

サ
し
み
川
μ

ヨレ

34ρ
引
健
康
診
査

三
歳
l
ノ



t
当

CU
L
I
-
-凶
M
h
r
u
叩

l
川

分。

卜
時
二
十
分
ま
で
に
ご
訂
附
く

だ
さ
い
。

と
こ
ろ

1
上
田
市
民
会
館

守

t乃

い

場

合
。
光
屯
式
ハ
カ
リ
の
場
合
は
、

第
出
張
し
て
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
出

一

張
核
査
を
t
m
察
す
る
皆
さ
ん
は
H

申
請

一
般
事
務
と
保
母
一

ロ貝一

市

職

今
年
か
ら
、
ハ
カ
リ
の
険
査
手
数
料

が
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
手
数
料
は

右
表
の
と
お
り
で
す
。
お
つ
り
の
い
ら

な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〈お
問
合
せ
〉

きれいに使いましょう

と市民トイレミ

この標識があります。

砂海野町‘

惨海野町‘

砂海野町4

年
四
月

一
日
現
在
、
上
田
市
民
で
あ
る

〈人

員

〉

人
、
ま
た
は
勉
予
な
と
の
た
め
一

時、

そ
れ
そ
れ
若
干
名
o

m
一

他

市

町

村

に
住
ん
で
い
る
か
、
家
族
は
へ
試
験
日
・
科
目
J

第

一

k
旧
市
民
で
あ
る
人

十
-
川
九
日
憎
午
前
八
時
受
付
、
同

一

一

〈必
要
貧
困
類
〉

八
時
=
一十
分
試
験
開
始
。

一

一

マ

受

験

申

込

書

(

市

役

所

庶

務

課

に

あ

一
般
事
務

一

一

り

ま

す

)

マ

履

歴

書

お

よ

び

最

終

学

校

上

級

H

教
養
、
専
門
試
験

ト

戸資

格

〉

成
績
証
明
書
(
高
校
在
学
者
は
、
統

一

初

級

H

教
養
、
適
性
試
験

別
ル

一
般
事
務

応
募
書
類
を
使
用
。
そ
の
他
の

人

で

履

保

母

H

教
養
、
体
育
試
験
、
音
楽

』
』
勧
勾
山川

上
級

(
大
卒
程
度

)
H
昭
和
一二
十
年
歴
書
は
庶
務
課
に
あ
る
も
の
を
使
用
)
(
十

一
月
十
八
日
間
実
施
)

拝中，

M
n

仰
川

川
口
e

一円
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

マ
住
民
票
マ
資
格
証
明
書
、
ま
た
は
資

一

マ

ン

ド

リ

ン

一

川
W

初
級

(
出
字
程
度
)

H
H

昭
和
:

一

十

五

格

取

得

見

込

証

明

書

(

保

母

の

み

)

マ

一

一

一

年
聞い
っ
ぱ
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
丘
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒
(
合

一

ク

ラ

ブ

員

一

一

保

母

(短
大
卒
程
度

)
H昭
和
三
十
二

古
連
絡
用
、
宛
先
記
入
)。

一

一

仕

年
同
月
一
百
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

〈申
込
先
・
期
限
・
お
問
合
せ
〉

一

(
青
少

年

ホ

l

ム二

・え

保
母
の
資
絡
が
あ
る
人
、
ま
た
は
来

十
月

一
日
聞
か
ら
二
十
日
川
ま
で
に

資

格

U
二
十
九
歳
ま
で
の
男
女
で
、

}

年
二
一
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
が
見
込
市
役
所
二一
階
庶
務
課
職
員
係
へ
申
込
ん
マ
ン
ド
リ
ン
、
ギ
タ

l
、
フ
ル

ー
ト

ー

ま
れ
る
人
。

で
く
だ
さ
い
。

(
宮
⑫
四

一
O
O内
線

べ

l
ス
な
ど
を
演
奏
で
き
る
人
。
ま

幸

た
だ
し
、
ど
の
職
種
も
昭
和
丘
卜
四

二
二
二

--
士
一
三
有
線
②

O
六
五

ご

た

は

興

味

の

あ

る

人

。

広

i
i
t
i
i
i
t
i
t
i
l
-
-句
l
i
t
i
-
-
i
i
i
t
t
t
i
t
i
-
i
i
i
i
i

一

に

な

が

階

分

駐

時

一

意

さ

ど

1

却

町

叩

一

好

汚

。
な

庖

分

階

昨

肝

後

一

ご

、

う

山

町

却

2

6

海

午

一

の

は

よ

商

足

時

広

時

後

合

ら

一

ど

き

し

の

松

6
計

7

階

午

組

か

日

な

と

ま

れ

庖

後

昨

昨

1

ら

興

分

凶

庖

う

い

ぞ

商

午

マ

午

り

か

振

却

商

使

使

れ

原

ら

ジ

ら

か

分

街

時

8

の

。
に

そ

萩

か

ヤ

か

は

初

日

岡

洋

次

す

い

、

。
社

時

社

時

社

昨

商

市

町

、

ま

れ

は

す

会

叩

会

叩

会

8

町

q

仰

は

い

き

聞

で

限

前

式

前

式

前

野

場

.1

」

て

、

時

間

街

午

株

午

株

午

海

単

一

レ

れ

し

る

昨

一

イ

さ

意

き

る

‘

一

ト

放

注

で

い

町

叶

民

間

う

用

て

尾

市

り

よ

使

い

松

「

よ

い

開

h
F

商
工
諜
計
量
係
(
宮
⑫
同

一
O
O内

線
4

a

一O
三
)

練
習
日
H
H
毎
週
木
附
日
午
後
六
時
か
ら

会

費

1
月

一
千
円
。

申
込
先

・
お
問
合
せ
H

H

K

川
市
勤
労
苦

少
年
ホ

l
ム
へ
必
ず
米
航
し
て
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
(
宮
⑫
じ

-
-
じ
)

一
胃
の
集
団
検
診
一

宵
の
集
日
険
診
を
次
に
よ
り
実
施
し

ま
す
の
で
、

二一
十
五
歳
以
上
の
人
で
険

診
を
希
望
す
る
人
は
、
保
健
予
防
法
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

検
診
料
H
H
七
百
五
十
円
。
検
診
当
日
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
H

各
会
場
と
も
午
前
七
時
間

十
分
か
ら
受
付
け
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

八
月
二
十
七
日
何
西
塩
田
会
館

二
十
八
日

ω
西
塩
田
会
館

二
十
九
日
制
相
染
閣

三
十

日

附

相

染

問

三
十

一
日
制
保
野
公
民
館

九

月

五

日

州

市

塩

凹

母

f
健
康
セ

ン
タ
l

市
塩
田
町
子
健
康
セ

、
/
布
ノ

1
1

五
加
公
民
館

下
室
賀
公
民
館

小
泉
区
民
会
館

市
川
西
支
所

市
川
西
支
所

口

(木)

卜十十イ・八
ー二一円 rJ 
日日日
(木)(*)伏)(月)(士)

一乳
幼
児

一

一

'
健
康
診
査
一

一
三
歳
ヂ

一

九
月
の
乳
幼
児
、
4

・
歳
児
健
康
珍
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後

一
時
」
十
分
か
ら
二
時
:
卜

分
。
た
だ
し
、
問
・
九
か
月
児
は
二
時
。

母
チ
健
康
手
帳
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児健康

診査日程表

会I品 市健康セノタ

I也lλ 新市ウ]1日市内

M 
~ 51 年 8月生
児

91J120 "128 11 

乳幼児健康診査日程表

会I品 rn 健康 セ ノ ター rn越正問&}f健康セ ノター 福rn祉川士商ノ社7会ー

l，t 4かH!日 9かIIリよ l議 6か月児 4，9か月リ4 l員長6か月児 l歳6か月児

~ 
54年5月 53年2月 53年2月

リt 54年5fJ生 53年1211生 53年3月生
53年12月生

生
53年3月生53fjo 3月

地1><: 桁市内 l日市内 1J.i.回全 IX 川西全灰
ト

9月 5 日 12 日 4 日 26 日 19 日 25 日 6 日 11 日 13 日
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下
水
道
受
益
者
負
担
金
通
知
書
発
送

第

期
は
十
月

日
ま
で

納
期
内
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

忘れていませんか.ゲ

え

バイクの自賠責保険(共済)

--~ 797号一一一一cれlZMmト

小さなバイクですが、事故が

小さいとは限りません。

バイクにはねられて、毎年200

人近くが死亡し、また、15，000

人以上がケガをしでいます。

上
回
わ
っ
し
ょ
い

ょ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

納
入
方
法
は
税
金
と
同
じ

自賠責保険 (共済)への加入

は、あなたの義務です。

無保険 (無共済)で走ると、

6ヵ月以下の懲役または5万
円以下の罰金、さらに違反点

数 6点となり、免停処分とな

リます。

受
託
省
向
一
相
一
金
は
、
滞
納
す
る
と
符

似
子
数
料
(

3

九
十
円
)
と
延
滞
金

(年

.
問

・
丘
%
)
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
各
-
期
づ
っ
納
入
す
る
こ
と

も
、
-
年
八
刀
、
ま
た
は
瓦
年
分
を
-
日

納
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
止
。

-
日
納

入
を
希
ω唱
さ
れ
る
人
は
、

市
役
所
収
脱

却
岬
へ
申
し
出
で
く
だ
さ
い
。

〈お
問
合
せ

〉
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マ
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口
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(
北
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(
L
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出
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市
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と
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マ
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マ
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そ
ば
、
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、
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と
の
上
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品

社
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マ
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緑
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にぎわった

上回わっ

.." -.-

しよし、

ポンプ操法大会・川柳大会

7月の市制60周年記念行事

八
万
五
千
人
で
に
ぎ
わ
う

ぃ
巾
制
施
行
いハ
ト
同
年
を
記
念
し
て
、

仁
川
一
a

ト
八
日
市
内
の
日
抜
き
通
り
で

行
わ
れ
た
H

'

仁
川
わ

っ
し
ょ
い
り
は
約

八一
行
パ
千
人
の
人
山
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。午

後

μ
川、

火
山
池
山
川
制
が
は
じ
ま
る

と、

山
内
の

'
K
L銀
行
い
け
(
が
か
つ
ぐ
み

こ
し
ゃ
木
村
だ
け
で
つ
く

っ
た
み
こ
し

な
ど
卜
パ
基
が
所
せ
ま
し
と
ね
り
歩
き

ま
し
た
。

じ
時
間
十
・九
八
刀
か
』
勺
は
、
踊
り
が
川
町

き
な
巾
学
生
だ
け
の
述
や
ス
ー
パ
ー
マ

ン
速
な
ど
九
卜
八
の
刷
り
述
、
約
九
千

五
川
人
の
刷
り
子
が、

川押さ
を
吹
き
と

t
i吋

j
u
B
‘
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市
内
で
貝

ま
し
|よ

っ
L一一

ば
せ
と
ば
か
り
に
ぎ
や
か
に
削
り
、
裂

し
い
以
の
い伐
を
過
ご
し
ま
し
た
。

は
第
e

パ
刀
川
、

小
型
動
力
ポ
ン
フ
の
却

で
は
第
十
-
八
分
川
の
A
チ
ー
ム
が
優
勝

1

1

1

 

し
ま
し
た
。

ミ女みこしとは今年も人気がありました

力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
っ
た

調
刺

(ふうし)
や
ウ
イ
ッ
ト

ポ
ン
プ
操
法
大
会

に
富
ん
だ
作
品
が

多
か
っ
た
川
柳
大
会

じ
刈
-
一卜
二
U
北
小
学
校
校
庭
で
行

わ
れ
た
H

消
防
同
記
念
ホ
ン
ブ
操
法
大

会
内
は
、

山
動
車
ポ
ン
プ
の
郎
、
小
型

動
力
ホ
ン
フ
の
却
な
ど
に
、
-
↓
卜
九
チ

ー
ム
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

U
頃
の
訓
練
の
成
果
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん

発
陣
し
よ
う
と
、
み
ん
な
力
い

っ
ぱ
い

ス
ヒ
l
ド
と
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
円
動
車
ポ
ン
フ
の
却
で

じ
川
一
.
ト

-
-
U
海
野
町
ハ
叫
広
場
で

行
わ
れ
た
州
市
民
川
柳
ト
八
会
川
は
「
市

制
」
「

H
叫
広
場
」
「
長
祭
り
」
「
ア

ー
ケ

ー
ド
」
を
起
に
、

μ
卜
人
のい
巾
以

の
皆
さ
ん
が
投
句
し
、
人
選
句
は
色
紙
、

一同
冊
に
し
て
希
明
者
に
有
料
で
頒
布
し

ま
し
た
。
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し、低い丘

はペコさし
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イスとりゲームに興じる石井市長

アマチュアカメラマンに人気

わーい/市長さんと一緒だよ
市長が一日「おとうさん」

7月29日、市民の森でほチ家庭の-[-供さんと石井

市長が、ボールけり、五司王こ・っこ、イスとりゲーム

などで楽しい 1日を過ごしました。

市民の森、わしば山荘前の広場に約 130人の母子

家庭の皆さんが集まり 、みんなで市長を「おとうさ

ーん」と呼び、ゲームに入りました。

イスとりゲーム、電車ご っこなとでは市長もみん

なの声媛にハッスルし汗を流しました。

奇祭「岳ののぼり」にぎわう

し94基参加祇園祭りにぎわう
以ぃ伝統をもち庶民の夏祭

、H/c
リとして意見しま jしている l下il¥:[~i [ 

?'iりヵ、、 7月14日、 15日グ)I山1

日rlJf人]の同抜き通りて、行われ、

大勢の人出でにぎわいました。

参加したみこしは，1-".1. .たる

E日現イJ) I I みこし合わせて過二ムー故山iの94

68) I I Jj~ で、かつぎての!攻勢のいい

87) I Iウ・け pJfとともに、 円抗き辿リ

81) I I ~ lilIせましとねり歩きました。

47) 

あーあくたびれた。一休みだ
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